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論　　文　　の　　要　　旨

　再生エネルギー利用技術の一っとしヨ海洋表層の高温水と深層の低温水を利用して電カを発生さ

せる海洋温度差発電の開発が社会的課題となっているがヨ海洋温度差発電システムの性能やコスト

にかかわる最も重要な要素として熱交換器が挙げられる。特に深層水を導入する凝縮器は雪蒸発器

に比べて熱伝達性能が悪くヨシステム性能の向上および機器寸法の均衡化などの観点から、最も高

性能化を要する構成要素と見なされている。又洋上設置型クローズサイクル方式海洋温度差発電シ

ステムの場合には雪波浪や海流によるプラントの動揺ぽ避けられず。それが熱交換器の性能に与え

る影響について未だ検討されていない。本研究は。洋上設置型クローズサイクル海洋温度差発電用

凝縮器について埋熱伝達性能が高く雪かつ動揺による影響が生じにくい凝縮伝熱面の構造を開発す

ると共に，発電プラントについてはラ発電出力に及ぼす動揺の影響を解明することを目的としてお

りヨ以下のような成果が得られている。

1）熱交換器の上下動および左右動に対する発電出カの最大変動幅および平均出力の変化量をラター

ビン設計条件との関係において明らかにした。（第2章）

2）熱伝達性能の高性能化を図るため、従来の縦溝付き管にらせんおよび直線状の排液溝を加工し

た新しい伝熱面を提案しヨそれの静止時および動揺時における伝熱促進度を実験およびモデル的解

析の両面から検証した。（第3章）

3）海洋場での動揺を模擬した強制振動装置を用いて里平滑管ヨ縦溝付き管ヨおよび本研究におい
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て新しく提案した伝熱管の各々に振幅の大きい振動を加え，各管の伝熱性能の相違を測定するとと

もに、測定結果を理論的モデルによって説明した。（第4章）

審　　査　　の　　要　　旨

　洋上設置型海洋温度差発電プラントがヨ波浪や海流によって受ける動揺特性についてはヨ従来か

ら知られていた事実であるがラその動揺が発電性能に及ぼす総合的な影響については未だ議論され

ていない。本研究は雪海洋温度差発電用凝縮器の性能が動揺によって受ける影響について、実験的

かつ理論的に解析すると共にヨそれが発電性能に与える効果について定量的に議論した世界で始め

てのものであり。その成果は海洋温度差発電の開発に大きく貢献するものと考えられる。

　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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